
「
具
体
例
」
で
説
得
力
を
Ｕ
Ｐ
！ 

報
告
課
題
用
紙
② 

２ 

他
者
に
出
会
う 

 

「
未
来
を
つ
く
る
想
像
力
」 

石
田 

英
敬 

教
科
書
二
四
～
１ 

★
★
★
読
解
の
ヒ
ン
ト
★
★
★ 

「
メ
デ
ィ
ア
」
の
意
味
と
は
？ 

「
手
段
、
媒
体
」
特
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
を
伝
え
る
手
段
（
情
報
媒
体
）
を
意
味
す
る
こ
と
が

多
い
。 

◎
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
想
像
力
」
の
関
係
を
理
解
し
よ
う
。 

 

①
教
科
書
二
四
・
１
行
目
～
２
行
目
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。 

 

②
「
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
」
例
で
、
ど
の
よ
う
な
事
を
言
い
た
い
の
か
、
考
え
よ
う
。 

（
教
科
書
二
五
・
１１

～
二
六
・
３
） 

★
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
考
え
よ
う 

       

二 

「
イ
メ
ー
ジ
の
過
剰
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
の
貧
困
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？ 

 

四 

具
体
例
の
使
い
方 

 

意
見
に
説
得
力
を
持
た
せ
た
り
、
抽
象
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
。 

 

知
っ
得
① 

 

【
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

根
拠 

 

主
張 

 

（
言
い
た
い
こ
と
） 

主
張
と
根
拠
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
理
由
付
け 

  

（
１
枚
目
／
３
枚
中
） 

 

昔
（
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
の
例
）
は 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕、 

  

今
は 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕。 

 



教
科
書
二
六
・
８
～ 

★
★
★
読
解
の
ヒ
ン
ト
★
★
★ 

◎
「
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
」
の
問
題
点
を
理
解
す
る
。 

 

①
教
科
書
二
六
・
７
行
目
～
８
行
目
の
確
認 

   

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
与
え
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
「
分
か
っ
た
つ
も
り
」
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
か
、
本
文
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。 

◎
「
想
像
力
」
と
「
未
来
の
世
界
」
と
の
関
係
を
理
解
す
る
。 

 

五 
 手

順
１ 

問
題
文
を
一
文
で
考
え
る
。 

 

「
だ
か
ら
、
想
像
力
と
は
、
人
々
の
「
未
来
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
「
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
資
源
で
も

あ
る
の
だ
。」 

 

Ｐ
二
七
・
12

～
14

も
解
答
の
範
囲 

 

手
順
２ 

未
来
の
世
界
に
関
す
る
記
述
を
確
認
（
条
件
節
） 

 
 

教
科
書
二
六
・
３
～
５
「
産
業
的
に 

～ 

し
ま
う
の
だ
。」 

【
注
意
】
本
文
そ
の
も
の
は
解
答
の
中
心
と
考
え
、
補
足
の
説
明
を
す
る
こ
と
。 

 

六 

「
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」
を
例
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
よ
い
。 

 

教
科
書
二
八
・
６
～ 

★
★
★
読
解
の
ヒ
ン
ト
★
★
★ 

◎
「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
。 

◎
想
像
力
を
取
り
戻
し
育
て
る
た
め
の
方
法
を
理
解
す
る
。 

 

九 

主
体
性
を
問
う
問
題 

 

三
行
以
下
は
再
提
出
で
す
。。
本
文
の
内
容
（
筆
者
の
立
場
や
考
え
）
に
も
触
れ
て
書
く
と
よ
い
。 

知
っ
得
① 

【
意
見
文
と
は
何
か
】 

◎
自
分
の
意
見
を
相
手
（
読
み
手
や
聞
き
手
）
に
根
拠
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
。 

 

事
実 

＋ 

理
由
付
け 

＝
意
見
（
主
張
） 

 
 

新
聞
紙
面
に
「
発
言
」
な
ど
、
読
者
の
投
稿
欄
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
は
す
べ
て
意

見
文
で
す
。 

（
２
枚
目
／
３
枚
中
） 

想
像
力
の
貧
困
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
過
剰
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
例
え
ば
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、

み
ん
な
が
同
時
に
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
生
じ
て
い
る
。 



知
っ
得
② 

【
意
見
文
の
書
き
方
】 

◎
三
段
落
構
成
で
書
く
。 

 

序
論 

 
 

本
論 

 
 

結
論 

 

※
報
告
課
題
用
紙
②
の
補
助
プ
リ
ン
ト
よ
り
「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
の
部
分
も
読
ん
で
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
「
現
代
の
国
語
」
第
４
回
も
視
聴
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

「
分
か
り
や
す
い
説
明
を
し
よ
う
」 

三 

注
意
点 

 

・
Ｐ
五
〇
～
五
三
を
し
っ
か
り
と
読
ん
で
理
解
し
て
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

・
博
物
館
職
員
の
立
場
と
し
て
の
言
葉
遣
い
を
考
え
て
使
い
ま
し
ょ
う
。 

 

・
無
事
に
博
物
館
に
着
け
る
よ
う
、
丁
寧
で
正
確
な
道
案
内
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
地
図
の
下
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
際
に
気
を
付
け
た
こ
と
」
の
記
述
は
必
須
項
目
で
す
。
必
ず
書
く
こ
と
。 

                   

（
３
枚
目
／
３
枚
中
） 


